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テーマ 

 

医療・福祉現場での社会福祉専門職の役割を学ぶ 

 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

目的、内容、方法等： 

毎回、テキストや配布資料を用いた全員参加型のゼミを開催することを基本とします。テキストや配布資料

の内容を確認・共有しつつ、それぞれが感じたこと・考えたことを、ゼミ生全員が報告します。ゼミ内ででき

る限り発言してもらえるような機会を設けることで、プレゼンテーション能力の習得を目指します。 

なお、準備学習として、回ごとに指定されているテキストは必ず一読し、前もって感じたこと・考えたこと

を整理しておいていただければと思います。3年次には、課題レポートを半期に1回課すことを予定してい

ます。4年次の卒論指導時には、論文草稿を定期的（1～2ヵ月に1回のペース）に提出してもらう予定

ですが、社会福祉士国家試験の勉強などに専念できる環境を作るために、後期開始時（9月中旬）の完

成を目指していきます。  

 

授業計画：  

私のゼミでは、医療・福祉現場の実態とそれに関連する内容の学習を通して、将来医療・福祉現場で社会福

祉専門職として働く上で必要な能力を身に付けることを目的とします。具体的には、文献学習やゼミ討論を行

い、医療・福祉現場での社会福祉専門職の役割を理解し、自分の言葉で説明できることを目標とします。加え

て、担当教員による添削を含めたレポート指導を行うことで、文書作成能力の習得を目指します。 

3年時の前期テーマは、「リハビリテーション学の視点を学ぶ」です。テキストは、上田敏『リハビリテー

ション―新しい生き方を創る医学』（講談社）を使用する予定です。3年時の後期と4年次の前期は、卒論に

向けた準備と執筆に重点を置きつつ、「医療・福祉現場の実態について広く学ぶ」ことをテーマとします。4

年次の後期は、これまで学んだことを踏まえつつ、「患者（当事者）視点の重要性を学ぶ」ことをテーマとし

ます。テキストは、山口育子『賢い患者』（岩波書店）を使用する予定です。 

担当教員からのメッセージ 

ゼミナール概要を読んでいただくと、主に将来医療現場で社会福祉専門職として働くことを希望する学生、

医療福祉分野に興味・関心のある学生が想定されたものになっていると感じられるかもしれません。しかし、

私がこれまで受け持ったゼミ生の就職先は、医療福祉分野だけでなく、高齢・障害・児童・地域福祉分野と多

岐にわたっていますので、社会福祉分野全般に対応できると考えています。私のゼミのモットーは、「①卒業

論文への早期取り組みと早期完成を目指すこと、②学生に寄り添った就職活動や国家試験受験に向けた相談対

応の実施、③学生企画は大歓迎、④医療ソーシャルワーカー（MSW）志望者には MSW 研究会「なんやかん

や」への積極的な参加を求めること、⑤MSW志望者でなくても大丈夫」の 5点になります。なお、 MSW研

究会「なんやかんや」は私が主催している研究会になりますが、この研究会には現役の MSW も参加しており、

現役 MSW と学生が交流する機会があるため、毎回 10～15 人程度の学生が参加しています（現役 MSW と合

わせると 30～40人程度になります）。 

一方、MSW 志望者には、社会福祉士合格を目指すことを義務付けます。MSW として就職する上で、社会

福祉士資格を有することを必須としている医療機関が多いためです。そのため、卒業論文を早期完成させるこ

とで、国家試験勉強に専念できる環境を一日も早く作っていくことが必要だと考えます。最後に一言、三毛猫

を飼っていますので、猫好きの方は大歓迎です（もちろん猫好きでない方も大歓迎です）！ 


